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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月27日(2014.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血糖降下物質の候補となり得る物質の評価探索方法であって、下記の工程（１）ないし
（５）、
（１）カイコにガラクトースを投与する工程
（２）該カイコの体液を採取する工程
（３）該体液中の成分を分画する工程
（４）分画されたそれぞれの画分を高血糖状態のカイコに投与する工程
（５）該カイコの体液中の糖濃度が低下する画分を選択する工程
を含むことを特徴とする血糖降下物質の候補となり得る物質の評価探索方法。
【請求項２】
　上記工程（５）の後に、更に、下記工程（６）、上記工程（４）、上記工程（５）の順
に１回又は複数回の繰り返しを含む請求項１記載の血糖降下物質の候補となり得る物質の
評価探索方法。
（６）工程（５）で選択された画分中の成分を分画する工程
【請求項３】
　上記工程（５）で選択されたカイコの体液中の糖濃度が低下する画分は、インスリンが
関与する機能以外の機能でも血糖降下作用を持つ請求項１又は請求項２記載の血糖降下物
質の候補となり得る物質の評価探索方法。
【請求項４】
　上記工程（５）で選択されたカイコの体液中の糖濃度が低下する画分は、動物に投与後
６時間以内で血糖値を下げる作用を持つ請求項１ないし請求項３の何れかの請求項記載の
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血糖降下物質の候補となり得る物質の評価探索方法。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４の何れかの請求項記載の血糖降下物質の候補となり得る物質の
評価探索方法を使用することを特徴とする血糖降下物質の製造方法。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項４の何れかの請求項記載の血糖降下物質の候補となり得る物質の
評価探索方法を使用して評価探索されたものであることを特徴とする血糖降下物質。
【請求項７】
　請求項５記載の血糖降下物質の製造方法を使用して製造されたものであることを特徴と
する血糖降下物質。
【請求項８】
　以下の（ａ）のアミノ酸配列からなるタンパク質、又は（ｂ）に示すタンパク質である
ことであることを特徴とする血糖降下物質。
（ａ）配列表の配列番号１に示されるアミノ酸配列
（ｂ）Ｃｈｉｔｉｎａｓｅ３－ｌｉｋｅ３、Ｃｈｉｔｉｎａｓｅ３－ｌｉｋｅ４、Ｃｈｉ
ｔｉｎａｓｅ３－ｌｉｋｅ１、Ｃｈｉｔｉｎａｓｅ　ａｃｉｄｉｃ　ｐｒｅｃｕｒｓｏｒ
、Ｃｈｉｔｉｎａｓｅ　ｌｉｋｅ、Ｃｈｉｔｉｎａｓｅ１、Ｃｈｉｔｉｎａｓｅ３－ｌｉ
ｋｅ２　ｉｓｏｆｏｒｍ　ａ、Ｃｈｉｔｉｎａｓｅ３－ｌｉｋｅ２　ｉｓｏｆｏｒｍ　ｂ
、もしくは、Ｃｈｉｔｏｔｒｉｏｓｉｄａｓｅ　ｐｒｅｃｕｒｓｏｒ
【請求項９】
　インスリンが関与する機能以外の機能でも血糖降下作用を持つ請求項８記載の血糖降下
物質。
【請求項１０】
　動物に投与後６時間以内で血糖値を下げる作用を持つ請求項８又は請求項９記載の血糖
降下物質。
【請求項１１】
　請求項６ないし請求項１０の何れかの請求項記載の血糖降下物質を含有することを特徴
とする糖尿病治療薬又は糖尿病予防薬。
【請求項１２】
　請求項６ないし請求項１０の何れかの請求項記載の血糖降下物質を含有することを特徴
とする機能性食品。
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